
インポートプロファイルの作成時に使用可能なオプションの設定
インポートプロファイルの作成時に使用可能なオプションを構成するには、次のいずれかの役割が必要です。

• 目録管理者

• 一般システム管理者

インポートプロファイルは、メタデータと注文情報をAlmaにインポートするプロセスを定義します。インポートプロファ
イルには、インポートプロセス中に実行されるソース形式、マッピング定義および正規化ルーチンが含まれています。ベ

ンダーごとに1つ以上のプロファイルを作成します。ベンダーの購入タイプに対して個々のインポートプロファイルを作成
します。 例：異なる資金を通じて資料が提供された場合は、資金源ごとに異なるプロファイルを作成、またさまざまな図
書館にむけた購入の場合、図書館毎に異なるプロファイルを作成。

管理者は、インポートプロファイルの管理に使用できるオプションを構成したり、インポートプロファイルの機能を決定

したりすることができます。

インポートプロファイルの詳細については、レコードのインポートおよびインポートプロファイルの管理を参照してくだ

さい。

インポートプロファイル用の発信元システムの設定

［インポートプロファイル作成システム］コードテーブルページにて（［設定メニュー［設定メニュー > リソースリソース > レコードのインポーレコードのインポー

トト > MDレコードの発信元システム］レコードの発信元システム］）、インポートプロファイルを作成するときに使用する作成システムを設定できま

す。たとえば、WorldCaｔや議会図書館があります。コードテーブルの詳細については、コードテーブルを参照してくだ

さい。

ディスカバリーインポートの場合、ディスカバリーインポートプロファイルの役割が必要です。

Note

インポートプロファイルの発信元システムコードテーブルインポートプロファイルの発信元システムコードテーブル
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発信元システムは、すべてのライブラリのインポートプロファイルを作成する際に［発信元システム］［発信元システム］のドロップダウン

リストに表示されます（インポートプロファイルの作成/編集：一般的なプロファイル情報を参照）。

システムを追加、編集、有効化/無効化、または削除したり、ドロップダウンリストで順序を変更したりすることができま
す。

デフォルト値デフォルト値列のインポートプロファイルの発信システムコードテーブルは使用されていません。

Note
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